
ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

ジャパン・フード・セレクション

審査レポート

J a p a n F o o d S e l e c t i o n

ご褒美ビストロふくべい ⽜たんカレー



賞なし 奨 励 賞 銅 賞 銀 賞 ⾦ 賞 グランプリ

商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
ご褒美ビストロふくべい ⽜たんカレー
グランプリ

穀物飼育⽜を使⽤した柔らかくジューシーな⾁質が素晴らしい

Instagram等を利⽤した積極的な広報活動が⾒受けられる

⽢みを効かせたマイルドな味設計で幅広い層に受け⼊れられる
パッケージから⽜たんの存在感とルウの艶が伝わる
価格設定は⼿の届く贅沢を演出する絶妙なレンジ

「⽜たんが50g⼊っている」という強みの発信に期待
⼿頃な価格帯だが、贅沢感の伝達にはやや控えめな印象
「特別感」を感じさせる付加要素があれば良いと感じた

スパイス感や個性の打ち出しがやや弱い印象を受けた

Instagram・TikTokは今後のフォロワー増加が期待される
ビストロの語感から洋⾷感が強く、地域性との結びつきが弱い
原料原産地の背景をポジティブに伝えると良いのではないか

ゴロゴロたっぷり⼊った⽜たんのインパクトに驚いた

⼿切り加⼯による品質安定と衛⽣意識の⾼さが感じられる

第94回（2025年12⽉）

2.4%

評価点は⾦賞相当からグランプリ相当に分布し、総合評価93％で
【グランプリ】を獲得しました。⾼得点に集中した要因としては、
ゴロゴロたっぷり⼊った⽜たんのインパクトと、野菜や果物の⽢み
と脂のまろやかさが感じられるマイルドなカレールウの味わいが、
多くの審査員の共感を得たためと考えられます。アンケートでは9割
以上が「この商品に興味がある」と回答しており、訴求⼒の⾼い
ネーミングとパッケージデザインも、関⼼を集めた要因の⼀つです。

2.4%

4.9%

2.4%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

重厚なダークブラウン

⽜⾁から溶け出した脂が織りなす
とろけるような光沢

全体的に落ち着いた⾊調である

縦18cm、横13cm、奥⾏2.3cmの
箱（1パック200g）

約2〜3cm⾓の⽜たんが7個ほど確
認できる

⽜たんはゴツゴツとしていて重厚
感がある

⾷欲をそそる、幸せを感じさせる
マイルドな⾹り

複雑なスパイスが織りなす多層的
で奥深い⾹り

芳醇なスパイス感と、濃厚な⾁の
旨みを感じさせる⾹り

優しく穏やかに空間に広がる⾹り

濃密で重厚感のある⾹り

⾷欲を刺激し、期待感を抱かせる
豊かな⾹り

パッケージは縦18cm、横13cm、奥⾏2.3cmの箱であり、1パック200gです。⼿書き⾵の「⽜たんカ
レー」の⽂字で親しみやすさを、ロゴの箔押しで⾼級感が表されています。写真と合わせて、「⾃分をい
たわる時間」に寄り添うデザインがうかがえます。 
視覚としては、⾊は重厚なダークブラウンで、⽜⾁から溶け出した脂が織りなす艶やかな光沢が視覚的に
も⼤きな魅⼒となります。約2〜3cm⾓の⽜たんが7個ほど確認でき、ゴロゴロとした存在感に驚きました。
ルウ全体の約1/4にあたる50gの⽜たんが⼊っており、その重厚感が期待を⾼めます。
嗅覚からは、まず濃厚な⽜⾁の旨味が感じられます。芳醇なスパイス感がアクセントになりながらも、メ
インは⽜たんの旨味であり、空間に優しく広がる穏やかな⾹りが、これからはじまる「⼝福なご褒美時
間」を想起させます。⾷欲を刺激し、期待感を抱かせる豊かな温かさに、⾃然と⾼揚感を覚えました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味はほとんど感じられず、まろ
やかで⾷べやすい
苦味はほとんど感じられず、深み
のあるコクが際⽴つ
⽜たんの濃厚な旨味と、ルウの奥
深い旨味が重なり合う
脂が溶け込んだ柔らかさと、野
菜・果物の⾃然な⽢味が調和
味わいの輪郭を際⽴たせるような
適度な塩味

スパイスが優しいアクセントにな
り、全体を上品にまとめる

⽜⾁・野菜・果物・スパイスのバ
ランスが調和した、芳醇な⾹り

熱い状態ではスパイスが際⽴ち、
ルウと具材の⼀体感を増している

⽜たんは⾮常に柔らかく、⼝の中
でほどけるような噛み⼼地
じんわりと⽜⾁の脂が溶け出し、
ルウに豊かな味わいを演出する
適度な粘り気があり、ルウが具材
にしっかりと絡む濃度
弾⼒のある脂が⼝の中に広がり、
とろけるような余韻を残す

具材やルウが滑らかであるため、
咀嚼⾳は⾮常に静かである

ほろほろ、ぷるぷる、たっぷり

特筆すべきは、やはり⽜たんの存在感です。丁寧に煮込まれた⽜たんは⾮常に柔らかく、⼝の中でほどけ
るような噛み⼼地です。ルウが具材にしっかりと⼀体化し、⼝の中で弾⼒のある上質な脂がじゅわりと広
がり、味覚を豊かに満たします。⾁本来の⾷べ応えと上質な脂のバランスが取れており、ゴロゴロとした
⾷感ながら最後まで飽きさせない洗練された⾼級感が漂います。
基本五味は⾮常に調和的です。濃厚な⽜たんの旨味とカレールウの深い旨味が重なり合い、脂と野菜・果
物の⾃然な⽢みが加わることで、絶妙なバランスを実現しています。スパイスの⾟さは⼼地よく際⽴つア
クセントでありながらも強すぎず、酸味や苦味が抑えられた、完成度の⾼いまろやかな味わいです。
作り⼿の情熱とこだわりが実現させた、まさに贅沢な「⼝福」体験を堪能しました。⾃分を労う特別な⼀
⽫として、また、⽇ごろの感謝を伝える上質なギフトとして、幅広いシーンで⾼い満⾜度を提供できる、
訴求⼒の⾼い逸品です。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⽜たんの上質な旨味と炒めたまねぎ・りんごの柔らかな⽢みが
残り、⼼地よいスパイシーな⾵味が⾷後の満⾜感を⾼める

季節やシーンを選ばない普遍的な味わいでありながら、⽜たん
の存在感による⾼い充⾜感があり、まさに「⾃分へのご褒美」
にぴったりの⼀品

⽇常の⾷卓に特別な満⾜感をもたらすレトルト⾷品として、時
間の節約と⾼品質を求める現代の⾷習慣に合致している

質の⾼い⾷体験が、⽇々の疲れを癒やし、⽣活に前向きな活⼒
を与える

五感 評点

視覚 5

聴覚 2

触覚 5

味覚 5

嗅覚 3

五味 評点

酸味 2

苦味 2

うま味 5

⽢味 4

塩味 3

広義の味 評点

⾟味 4

スパイス味 4

ほっとする味 5

⼼⾝にしみる味 5

⾼品質な味 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

200g中50gの⽜たんがごろごろとたっぷり⼊ったレトルトカレーです。⻑時間煮込まれた⽜たんは、ほろほ
ろとほどけるような柔らかさが特徴的です。炒めたまねぎとりんごピューレによるマイルドな⼝当たりで、
スパイスが過度に主張しすぎず、完成度の⾼いまろやかな味わいが、⾼評価の主な要因となりました。また、
製造過程で出る特定の部位（⽜さがり）をカレーに有効活⽤するというアイデアが、フードロス削減に貢献
しており、ニュース性のある商品として⾼く評価されました。

広報・営業部⾨が連携し、オンラインショップでのキャンペーン展開や、Instagram・TikTok等のSNSを利
⽤した積極的な広報活動が⾒受けられます。また、特にオンラインショップ・SNSの写真のクオリティが⾼
く、商品の魅⼒が最⼤限に伝わることから、消費者の購買意欲を強くそそるという意⾒が多数ありました。
今後の課題として、SNSでの情報拡散⼒や影響⼒を⾼めるための、フォロワー数などリーチの拡⼤が求めら
れます。

レトルトカレー市場は単⾝世帯や共働き世帯の増加により拡⼤傾向であり、特に「コスパ」「タイパ」の観
点からも需要が⾼まっています。価格設定（880円）は、“⼿の届く贅沢”を演出する絶妙なレンジです。また
ご褒美消費という現代のトレンドを的確に捉えた商品コンセプトであり、市場での優位性が⾼いと評価され
ました。⼀⽅で、⼀部審査員からは贅沢感の伝達にやや控えめな印象があり、特別感を補うストーリーの強
化が今後の課題として指摘されています。

「ご褒美ビストロふくべい ⽜たんカレー」という商品名は直感的で親しみやすく、初⾒の顧客にも内容を明
確に伝えることができます。パッケージは⼿書き⾵の「⽜たんカレー」の⽂字で親しみやすさを、ロゴの箔
押しで⾼級感が表されています。上質感と、⾃分をいたわる時間に寄り添うデザインがうかがえ、30代から
40代の共働きの⼥性というターゲット層のライフスタイルやニーズに合致した、⾼い訴求⼒を発揮していま
す。

「⼼まで満たす『⼝福（こうふく）』のひとときをお届けします」というキーワードを軸に、⼀貫したブラ
ンディングを構築されています。特に「ビストロ」というネーミングがフランスの温かみと⽇本の洗練さを
両⽴させ、⾼級感と⼿に取りやすさの調和を実現しています。既に確⽴されたブランディングを踏まえ、宮
城県発ブランドとしての地域ストーリーや背景を明⽰することで、ブランドにさらなる厚みが増すのではな
いかという意⾒もありました。

理化学検査、微⽣物検査、官能検査を実施し、トレーサビリティ管理やJFS-B認証など、極めて厳格な品質
管理体制を構築。⼿作業による丁寧な加⼯も、製品への信頼性を⾼めています。素材は穀物飼育⽜を使⽤す
ることで、柔らかくジューシーな⾁質を実現。⼀⽅で、宮城県産⽜と誤解される懸念も指摘されています。
原料原産地（オーストラリア産・アメリカ産）の環境や飼育背景をポジティブに伝えることで、品質への理
解度を深めることが期待されます。
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93%

95%

92%

98%

96%

92%

各評価要因において92％から98％の範囲に分布し、
全体的にバランスの取れた⾼い評価を獲得しました。 

「内部的要因」では、⻑時間煮込まれた⽜たんの柔ら
かさと完成度の⾼いまろやかな味わいが、⾼評価の主
な要因となりました。「外部的要因」では直感的で親
しみやすい商品名と上質なパッケージデザインが、
ターゲット層への訴求⼒として⾼く評価されました。
「市場要因」に関しては、拡⼤傾向を⾒せるレトルト
カレー市場内で、ご褒美消費という現代のトレンドを
的確に捉えたコンセプトが、市場優位性として⾼い評
価を得ています。また、「素材・安全性」は、極めて
厳格で徹底された品質管理体制が素晴らしいと評価さ
れました。「マネジメント・PR要因」と「ブラン
ディング要因」に関しては、⼀貫したブランディング
の下で展開される積極的な広報活動が⾼い評価を得ま
した。この戦略的な広報活動とブランディングは、今
後も継続されることを期待いたします。

はじめに、当たり前の美味しさを創造し、⼈々の暮らしに貢献するという企業理念のもと、
「⼼まで満たす『⼝福（こうふく）』のひとときをお届けします」というキーワードを軸に、
商品開発やブランドマーケティングに取り組まれる貴社の姿勢に、⼼より敬意を表します。

「ご褒美ビストロふくべい ⽜たんカレー」は50gもの⽜たんがごろごろとたっぷり⼊ったレト
ルトカレーです。⻑時間煮込まれた⽜たんは、ほろほろとほどけるような柔らかさで、多くの
審査員から⾼評価を得ました。ルウは⽜⾁の脂、野菜、果物の旨味が調和した完成度の⾼いま
ろやかな味わいで、スパイスの⾟さは⼼地よく際⽴つアクセントでありながらも強すぎず、⽜
たんとの絶妙なバランスを実現しています。シーンを選ばない普遍的な味わいでありながら、
⽜たんの存在感による⾼い充⾜感があり、まさに「頑張った⾃分へのご褒美」にぴったりな逸
品だと感じました。

パッケージからは⾃分をいたわる時間に寄り添うような、上質なデザインがうかがえます。30
代から40代の共働きの⼥性というターゲット層の「⼿の届く贅沢」というニーズに合致し、⾼
い訴求⼒を発揮しています。⼀⽅で⼀部の審査員からは、「親しみやすさがあるがゆえに特別
感・⾼級感が弱いのではないか」という声もありました。全体的な上品さは維持しつつ、「⽜
たんがたっぷり50g⼊っている」という強みを視覚的に際⽴たせることが、今後の重要な戦略
になると考えられます。

拡⼤するレトルトカレー市場の追い⾵と、確⽴されたブランディング、積極的なPR活動、徹底
された品質管理体制。全てがバランスよく⾼評価を受けた本品は、今後⽜たんカレー市場の
リーダー的存在になり得ると期待されます。今回のジャパン・フード・セレクションのグラン
プリ受賞を、商品PRおよびBtoCへの販路拡⼤にご活⽤いただければ幸いです。貴社の更なる
発展を⼼よりお祈り申し上げます。
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